
  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 2016 年は、申年です。 
 

申年生まれといわれている人には、坂本龍馬（1836）、石田三成（1560）、 

松尾芭蕉（1644）、伊藤若冲（1716）などがいます。 

小説家にも、島崎藤村・樋口一葉（1872）、宮沢賢治（1896）、 

平岩弓枝・石原慎太郎・五木寛之（1932）、大沢在昌（1956）、 

船戸与一（1944）、瀬名秀明・森絵都・柳美里（1968） 

などがいます。漫画家の長谷川町子（1920）も申年生まれです。 
 

 

      申年生まれの人の伝記や、書いた作品を読んでみませんか？ 

 
 
      

親子で楽しむ さるの本。 
  

児童コーナーの壁面に申年に合わせ、さるの本を紹介する 

展示を行いました。 お子さんと読んでみませんか？ 

 

こんな本があります。   
  

★「ひとまねこざる」 Ｈ．Ａ．レイ/作 岩波書店  とっても知りたがりのかわいいこざるの絵本です。 

★「かにむかし」   清水崑/絵 木下順二/文 岩波書店  日本のむかしばなし「さるかにがっせん」の絵本です。 

★「おさるはおさる」 いとうひろし/作 講談社  南の島のこざるとおじいちゃんざるのおはなしです。 

★「西遊記」      呉承恩/作 福音館書店  孫悟空が三蔵法師と天竺に行く物語です。 

           さるの本は他にもあります。職員におたずねください。 

 

             ブックちゃん通信 
  中央図書館だより 第 110 号   こころにうるおい 本のあるくらし 

  平成 28 年 1 月 20 日 富士宮市立中央図書館 TEL26-5062  

図書館ホームページアドレス 
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２０１６年が始まりました！ 

昨年中は、図書館をご利用いただきありがとう 

ございました。 

今年も皆様に図書館をご利用いただくために、 

資料、サービスの充実に努めてまいりますので、 

どうぞよろしくお願い申し上げます。 
 



                  

        2015 年を振り返る。 

2015 年話題になった本 あなたはもう読みましたか？ 

 

                     「火花」に始まり、「火花」に終わった気がする 2015 年ですが、 

実用書もよく読まれました。 

「置かれた場所で咲きなさい」（渡辺和子著 幻冬舎）、 

「家族という病」(下重暁子著 幻冬舎)など、 

多くの予約が付きました。 
         

また、２０１５年はテレビドラマの影響で「下町ロケット」 

 第 12 回本屋大賞                       （池井戸潤著 小学館）も人気がありました。 
  「鹿の王 上・下」                                       本屋大賞を受賞した「鹿の王」（上橋菜穂子著）も予約が長く 

   上橋菜穂子／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ                                  ついています。 
 

201５年に発表された芥川賞・直木賞 
152 回芥川賞   152 回直木賞   153 回芥川賞   153 回芥川賞   153 回直木賞    

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  「九年前の祈り」  「サラバ！上下」  「スクラップ・アンド・ビルド」   「火花」        「流」 

小野正嗣／著 講談社   西加奈子／著 小学館    羽田圭介／著 文藝春秋  又吉直樹／著 文藝春秋   東山彰良／著 講談社 

 

第４回 静岡書店大賞 （静岡の書店員と図書館員が選んだ本） 

 

 

 

 

 

 

小説部門 大賞     児童書新刊部門 大賞    児童書名作ロングセラー部門 大賞  映像化したい文庫部門 大賞 

「朝 が 来 る」    「ママがおばけになっちゃった！」   「はらぺこあおむし」     「ちょっと今から仕事やめてくる」  

辻村深月／著 文藝春秋         のぶみ／著 講談社           エリック＝カール／著 偕成社         北川恵海／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 

 

２０１５年富士宮市中央図書館で予約が多かった本 
 

１位  「火花」        又吉直樹／著   文藝春秋   予約回数２９１回  

２位  「ラプラスの魔女」 東野圭吾／著   KADOKAWA  予約回数１２６回 

３位  「サラバ！」      西加奈子／著  小学館    予約回数１１７回 
    

   「火花」にはまだ１００人以上の予約がついています。 

     人気の本は、なかなか貸出できません。申し訳ありませんが、気長にお待ちください。  



２０１５年富士宮市中央図書館でよく借りられた本は？ 

 

児童書                    １位 「どろんこハリー」 グレアム／絵 福音館書店 

                                                                   ２位 「エルマーのぼうけん」 ガネット／作 福音館書店 

                                                                   ３位 「王さまと九人のきょうだい」 赤羽末吉／絵 岩波書店 

児童書では、2015 年も長く読みつがれて 

いる本が読まれています。 
                                      

 

一般書                    １位 「荒神」 宮部みゆき／著 朝日新聞出版 

                                                                   ２位 「祈りの幕が下りる時」 東野圭吾／著 講談社 

                                                                   ３位 「村上海賊の娘」 和田竜／著 新潮社 

2015 年も東野圭吾さんが、よく読まれま 

した。ベスト10にも4冊の本が入っていま 

す。   

 

ヤングアダルト（中高生）向け 

                         １位 「鹿の王」 上橋菜穂子／著 KADOKAWA 

                                                                   ２位 「本屋さんのダイアナ」 柚木麻子／著 新潮社 

                                                                   ３位 「ハリー・ポッターと賢者の石」 ローリング／著 静山社 

USJ （ユニバーサル・スタジオ・ジャパン）の影響か 

2015 年はハリーポッターシリーズが人気 

がありました。 

 

2015 年もたくさんの本が出版されました。 

                    寒い冬は、読書にぴったりです。 

                     あたたかい部屋で、いつか読もうと思っていたあの本を 

                       読んでみませんか？ 

                            ぜひ、図書館に本をさがしにお越し下さい。 

 

図書館には、ＣＤを借りたり、映画をみたりできる視聴覚コーナーもあります。 

 視聴覚コーナーでは図書館所蔵の視聴覚資料を鑑賞することができます。 

鑑賞希望の方は、図書館利用カードお持ちいただき受付をしてください。ご利用は１日１回です。満席の場合は順次予約制になります。 

ＣＤ、ＤＶＤは館外貸出できます（ＤＶＤは実用的な内容のものに限ります。映画は館内鑑賞だけになります）。 

貸出は視聴覚資料（ＣＤ・カセット・ビデオ・ＤＶＤ）で合計 4 点、貸出期間は図書と同じ 15 日間になります。 

 

2015 年の鑑賞の多かった作品・利用の多かったＣＤは 
 

鑑賞の多かった作品  第 1 位「ダイ・ハード－ラスト・デイ－」 第 2 位「トムとジェリー－ワイルド・スピード－」 第 3 位「シャーロック・ホームズ－シャドウゲーム－」 

貸出の多かったＣＤ  第 1 位「海のＹｅａｈ!！」(サザンオールスターズ) 第 2 位「ピカピカふぁんたじん」(きゃり-ぱみゅぱみゅ)  

第 3 位「アナと雪の女王－オリジナル・サウンドトラック－」 
 

                                     視聴覚コーナーも、ご利用ください。 

                      



 

201６年こんな本、読んでみませんか？ 
 

201６年は、夏目漱石の没後１００年です。２０１７年は生誕１５０年！ 
 

夏目漱石の本を読んでみませんか? 

名作と呼ばれる本はなんとなく内容を知っていても、じっくり読んだことがないことも多いかも…。 

漱石はお札に肖像が使われたり、教科書に載っていたり、知ってる人の多い作家です。 

下記の「始まりの一文」知っているけど、これどんな話だったっけ?と思ったら、 

ぜひもう一度読んでみてください。新しい発見があるかもしれませんよ。 

 

漱石作品「始まりの一文」クイズ 
 

  漱石の作品の最初の一文を読んで作品名がわかりますか?（答えは下にあります。） 
 

 

Q1 「吾輩は猫である。名前はまだ無い。」 

Q2 「親譲りの無鉄砲で小供
こ ど も

の時から損ばかりしている。」 

Q3 「山路
やまみち

を登りながら、こう考えた。」 

Q4 「私はその人を常に先生と呼んでいた」 

Q5 「こんな夢を見た。」 

わかりましたか？ 

夏目漱石にはこんな本もあります。               ↑こんな復刻版もあります。 

夏目漱石についての本。 

                                      夏目漱石と家族。 

                                         

                                            

                         
「孤高の「国民作家」夏目漱石」  「文豪・夏目漱石」    

   生活情報センター     朝日新聞社                                「漱石の思い出」「漱石の孫」「孫娘から見た漱石」「漱石先生ぞな、もし」「漱石先生がやって来た」 

                                夏目鏡子（妻） 夏目房之介・松岡陽子マックレイン（孫）  半藤一利（孫の夫） 
                                 文芸春秋    実業之日本社・新潮社     文芸春秋・日本放送出版協会 

夏目漱石と子規                                                                      

                         夏目漱石を登場させた小説。 

                                              
                                                                                            

 
「正岡子規」    「ノボさん」 

         河出書房新社    伊集院静／著 講談社                  「名探偵夏目漱石の事件簿」「漱石先生の事件簿-猫の巻」「漱石と倫敦ミイラ殺人事件」 

                                      楠木誠一郎／著 広済堂出版   柳広司／著 理論社    島田荘司／著 集英社 

他にも。 
「ビブリア古書堂の事件手帖」（三上延/著 アスキー・メディアワークス）の最初の話も「漱石全集」が出てきました。 

児童書にも「坊ちゃんは名探偵！」（楠木誠一郎/作 講談社）に夏目少年が登場します。 

みなさんも、探してみませんか？ 

 

（★「始まりの一文」クイズの答え： 1「吾輩は猫である」 2「坊ちゃん」 3「草枕」 4「こころ」 5「夢十夜」） 

漱石がでてくる小説

です。ミステリーが

多いのはなぜでしょ

う？ 

漱石についての

本は、 

番号 910.26 ナ

にあります。 

俳人：正岡子規

と漱石は学生時

代からの友人で

した。 

漱石の妻や子孫

が漱石のことを

書いた本。 



   

✍中央図書館休館日のお知らせ            ↓赤字は休館です。 

 
 

 

 

 

 

1月の休館日：1～3日（年始）・4日（月）・11日（祝・月）・12日（振替・火）・18日（月）・22日（第 4金）・25日（月） 

2月の休館日：1日（月）・8日（月）・11日（祝・火）・15日（月）・22日（月）・26日（第 4金）・29日（月） 

3月の休館日：7日（月）・14日（月）・21日（月）・25日（第 4金）・28日（月） 

 中央図書館開館時間：９時～１７時、水・木・金曜日は夜７時まで開館しています。（休館日をのぞく） 

※休館日、開館時間を変更する場合は、図書館ホームページ、館内の掲示等でその都度お知らせ 

します。 

 

✍図書館テーマコーナーのご案内 

 

中央図書館には、ひとつのテーマを決めて、 

図書を集めて紹介しているテーマコーナー 

があります。 

テーマコーナーの図書は貸出ができます。 

 「なにか、おもしろい本ないかな？」と思ったら、テーマコーナーの本のぞいてみませんか。 

 

図書（一般向け）          サービスカウンター前テーマ書棚にて  
               

 ☞ テーマ「よく読まれている本－小説以外―」 （1/23～）  
 

小説以外の本で人気のある本・よく読まれている本を紹介します。 
 

図書（児童向け）  児童コーナー入口書棚にて 
 

 

☞ テーマ「あたらしい年・はじめての本」 
 

2010 年から 2015 年に発売された新しい本を紹介します。       
                                                                 

☞ テーマ「ふゆのたのしみ」    
 

      季節の絵本コーナーでは、その季節にあった絵本などの紹介をしています。 
 

図書（ヤングアダルト向け）  YA（青少年）コーナー正面書棚にて 
 

☞ テーマ「ずっとみていたい本」 
      本の中には見ているだけで幸せになる本もあります。そんな本を紹介します。 
 

☞ 小企画コーナー「バレンタイン：チョコレートの本」 

 

※富士山の日に合わせてレファレンス室でも富士山の日テーマコーナーを作ります。(1/23～3/24) 

１月

日 月 火 水 木 金 土

  1 2
年始休み 年始休み

3 4 5 6 7 8 9
年始休み

10 11 12 13 14 15 16
成人の日 振替休日  

17 18 19 20 21 22 23
図書整理日

24 25 26 27  28 29 30

31

２月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
建国記念日  

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27
図書整理日

28 29
 

３月

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4  5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
春分の日 図書整理日

27 28 29 30 31



 

✍図書館行事のご案内 
 

中央図書館では、いろいろな行事を計画しています。 

皆さまのご参加をお待ちしています。 
くわしくは、図書館カウンターのチラシ、または HP をご覧下さい。 
 

 
 

「本となかよくする会」 （児童向け） 
平成２８年２月２０日（土） 午後２時から午後３時３０分 和室 

絵本の読み聞かせとかんたんな工作を行います。 

ぜひ、ご家族でお越しください。 

当日参加できます。（絵本の読み聞かせのあいだは出入りができません。） 

    

「音階と和音の不思議－オトナのためのサイエンスショー」 
   平成２８年２月１７日（金）午後７時から午後８時３０分 視聴覚ホール 

   講師：中澤進さん（サイエンスプロジェクト＝科学を楽しむ会） 

   申込受付：平成２８年１月１６日（土）午前９時から 先着順 ３０人 （電話可） 
 

「我こそ長谷川等伯―日本美術講座 一」 
平成２８年２月１２日（金）・１９日（金）：全２回 午後２時から午後３時３０分 視聴覚ホール 

   講師：杉本博補さん（富士宮市社会教育指導員） 

   申込受付：平成２８年１月１５日（金）午前９時から 先着順 ３０人 （電話可） 
 

「富士のふもとの石造物に親しむ―図書館講座― 」 
平成２８年２月２０日（土） 午後１時から午後２時３０分 視聴覚ホール 

   講師：澤田正彦さん（静岡県文化財保存協会理事） 

   申込受付：平成２８年２月２日（火）午前９時から 先着順 ４０人 （電話可） 

 

 

定例の行事 自由に参加できます。 

ただし、おはなし会、絵本をよむ会は、会の途中から参加することはできません。 

開始時間にお話室前に集まってください。  

 

☆映画鑑賞会     毎週日曜日 午後２時から 視聴覚ホール 

☆こどもえいが会 第 2・第４日曜日 午前１０時から 視聴覚ホール 

☆おはなし会       毎週土曜日 午後２時から午後２時３０分 おはなし室 

☆高学年向けおはなし会  毎月第４土曜日 午後２時４０分から３時１０分 おはなし室 

☆えほんをよむ会     毎週日曜日 午後２時から午後２時３０分 おはなし室  

                                     ※都合により、中止・変更になる場合があります。 

 

 

子育てタイム 
子育て中のお母さんに、お子さんと一緒にゆっくり過ごしていただけるようにおはなし室を開放します。 

  職員が、絵本の読み聞かせ・手遊び・本の紹介などを行いますので、親子でご来館ください。 

 毎週木曜日 午前 10時から 12時まで おはなし室  

 

 

     

図書館に 

お越しください。 


